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平成28年 11月 23日 午後 10寺より、県社会福

祉総合センターにて開催されました。今回相談

事業としては初めて共同募金会に事業配分申請

をし、対象の枠を3疾病から5疾病まで拡大す

ることができ志した。

当日は、さるきクリニック・猿本和久先生 (腎

臓病 )、 群馬大学医学部附属病院・石川治先生

(ベーチェット病)、 伊勢崎福島病院・竹内公彦

先生 (リ ウマチ)、 群馬小児医療センター・小

林富男先生 (小児心臓病 )、 伊勢崎福島病院・

近藤進先生 (脊髄小脳変性症)、 また県医療ソー

シャルワーカー協会 ,佐藤美奈子先生にもご協

力いただき相談に対応していただきました。

難病患者であるが故、参カロ予約をしていたに

も関わらず来所されなかった方もおられました

が、延べ17人の患者ご本人、ご家族の方々が各

専門医に20分程の個別相談を受けられました。

「真剣に相談にのつてもらえた」「イ固別なので

良かつた」「なかなかこのような機会はない」「躊

躇していたが来てよかつた」等々、ご自分の病

気についての疑問や不安に感じていること、服

用している薬のことなどゆつくり丁寧に相談で

き貴重な時間となり訣した。

今回で群難連カロ盟団体の対象疾病は一通り

廻つたので、来年度は診療科目ごとに相談対象

を広げていこうと考えてい志す。

事業をより良くしていくために皆さんのご意

見をお間かせいただきたいと思います。

`Pこ

の機関紙作成費用に、群馬県共同募金会からの寄附を受けています。
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猿木 和久 先生 (腎臓病) 小林 富男 先生 (小児心臓病 )

近藤 進 先生 (脊髄小脳変性症)

相談事業として毎月第 2・ 第 4日曜日の午後、難病患者やその家族の不安や悩みに対して患者当事者

の立場から一緒に考え、助言しながら相談者の励みになれるよう『難病よろず電話相談室』を開室。6

年前から『出前難病よろず相談室』を年3回群難連の疾病団体の相談員が出向き開催してい誅す。

しかし、専門の医療に関する相談志では対応できません。よつて、悩みの解消の一助になれるよう『難

病医療相談会』を平成26年より年 1回カロ盟団体の 3疾病ごと順次開催してきました。平成26年には膠

原病、重症筋無力症、肝臓病。平成27年はパーキンソン病、炎症性腸疾患、脊柱靭帯骨化症が対象と

なりました。

事業内容としては、難病患者が病気や治療についての不安や悩んでいること等、かかりつけ医には相

談しにくいことも聞くことができ、普段の診療では叶えられない、専門医による充分な時間を配慮した

難病医療相談を個別に無料で行つています。

県内在住の難病患者、その家族が対象で、相談時Po5は 1人20分程。事前に相談内容をメモして、直

近の検査データやお薬手帳を持参し参カロしていただきます。参カロ希望の方は事前に予約が必要です。

石川 治 先生 (ベーチェット病)

竹内 公彦 先生 (リ ウマチ) 佐藤 美奈子 先生 (医療ソーシャルワーカー)
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22回幹事

12月 4日 (日 )日 本難病疾病団体協議会

(」 PA)第22回幹事会が、千代田区の損保会館
で開催され、全国の難病連、患者会より32人

が参カロし訣した。

森代表理事より、難病法が施行された、まだ

誅だ充分周知されていない、患者、家族が表に

立ち社会を変えてきた。私達当事者が積極的に

取り組まないと立ち消えてしまう。運動に必要

なもの、活動資金の確保、等挨拶があり誅した。

議事に入り、情勢について事務局より報告が

あり、来年度予算編成にむけて、難病、長期慢

性疾患患者をめぐる新たな予算増の動き、年金

法案の改定による新たな年金額の見直し、人

工透析患者をめくる非科学的な中傷発言に対

する」PAの見解 (10月 17日 )、 指定難病が24

疾患を追カロじ計330疾患になることを2017年

1月の厚生科学審議会疾病対策部会で確認し、

2017年 4月施行予定となる障害者総合支援法

の見直しについて、自立支援医療の経過措置は

どうなるか 。障害者の範囲の見直しは何処志で

広がるか。診療報酬の改定・入院時食事費引き

上げ、2016年 4月 より 1食260円が360円に、

2018年4月 より 1食460円になる。低所得者、

難病患者、小児特定疾患患者は当分の間据え置

きだが、等の報告があり午前の部は終了しまし

た。

昼食をとり午後は協議に入り志した。来年度

の第13回総会について、」PAの組織改革につ

いて討議、意見交換を行い、組織改革は4月の

幹事会で案を確定し、 5月の総会で採択するな
ど確認しました。

6年連続して開催された「難病・慢性疾患全

国フォーラム」に代わるものとして、誰もが安

心して医療が受けられる社会を目指して「全

国患者 。家族集会2016」 が11月 22日 に開催

され今後に向けての討議を行い、厚労省要請、

」PAホームページ、今後の日程などを確認し

終了しました。

発キヤンペー

―若い世代に難病の理解を一

10月 29日 (土 )・ 30日 (日 )の 2日 P03にわたり、

初めての試みとして高崎健康福祉大学の大野洋

―先生 (助教)のご協力のもと、学園祭「健大

祭―志一」に於いて、群難連のカロ盟団体共同で

難病周知のための『難病啓発キャンペーン』を

行いました。

難病についての リーフレットやポケット

ティッシュをお渡じして、ひとりひとりに難病

へのご理解等をお話しました。

同大学で保健医療学部や

健康福祉学部、薬学部等で

学ぶ学生の皆さんには気軽

に立ち止まつていただけ、

将来を担う医療関係者に難

病を知っていただけたこと

は有意義な活動になりまし

た。

合わせて、国会請願署名

のご協力をお願いし、多数

の方々に署名をいただけま

した。
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平成28年度群馬章粧 撃
γ

意見交換会 轟薇彙.編世大会に参加して

―難病患者の状況を訴え―

平成28年 11月 11日 、県社会福祉総合セン

ターにおいて公明党議員団との意見交換会が行

われました。

群難連では毎年自民党政調懇談会へ要望書提

出を行つていますが、今回初めて公明党より意

見交換会の申し入れがあり開催の運びとなりま

した。

公明党より福重たかひろ県議、水野としお県

議、薬丸きよし県議、本暮孝夫高崎市議の4人、

群難連より水沼会長はじめ5人が出席し、以下
5項目について意見交換をしました。
1 難病等患者の雇用推進策について
2.難病等の啓発活動の推進について
3.難病対策地域協議会への参カロ
4.難病患者の負担軽減について
5.県内公共施設入場料無料化・害」引
なかでも「難病患者の負担軽減について」で

は、難病見舞金制度後退により難病患者の現在

置かれている状況を訴え、議員の方々に理解を

求め訣した。

最後に、このような意見交換会を毎年行つて

いきたいと前向きな要望をいただき終了し誅し

た。

し
、
　
　
　
　
》
′

平成28年 11月 15日 (央)伊勢崎市文化会館
で群馬県・群馬県教育委員会・社会福祉法人

群馬県社会福祉協議会・社会福祉法人群馬県共

同募金会が主催となり、群馬県議会をはじめた

くさんの団体が後援をして、「群馬県社会福祉

大会」が開催され訣した。

今大会のテーマは、「互いに支え合い、とも

に生きる社会をめざし」です。

第 1部として記念講演があり志した。演題は
「生きてるだけで100点満点 !」。講師は、奥山

佳恵氏 (女優/タ レン ト)。 感動的な良い話で
した。彼女の第 2子 ・美良生 (みらい)君がダ
ウン症候群であると告げられてから、子育てを

通して彼女の正直な心の葛藤が伝わつて来まし

た。

第 2部は、式典です。開式の言葉にはじまり、

国歌斉0昌、黙祷、主催者挨拶に大澤県知事、来

賓挨拶と続き、来賓紹介、次に表彰・感謝状授

与です。群難連の井田尊久ピアサポート委員長

も表彰され志した。続いてボランティア顕彰受

賞校による活動状況発表があり無事式典を終了

いたしました。

本大会の趣旨である地域社会において、生活

困窮や虐待、社会的孤立など地域における福祉

課題・生活課題の深刻化の中で、われわれ社会

福祉関係者は、その役害」・使命として、地域住

民や関係医療機関との連携・支援の仕組みづく

りやネットワークの構築が求められています。

平成 28年 度
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本大会は、県内の福祉関係者が一堂に会し、

社会福祉に関する課題の解決に向けた決意を新

たにするとともに、多年にわたり社会福祉の発

展に功績のあつた方々に感謝と敬意を表し、本

県における福祉活動の更なる普及と社会福祉の

一層の充実を図ることを目的として開催する事

の意義は大きいと思い志す。

傾聴請演会&
コン貢エア:事例検討会

傾聴ボランティア請演会参カロ(報告)

(公財)群馬県長寿社会づくり財団主催の傾
聴ボランティア講演会が、12月 5日、県社会

福祉総合センター 8階ホールにおいて開催され

ピアサポート委員4名が難病よろず相談室のス

キルアップを目的に参カロ勉強してきました。

今まで傾聴の必要性は群難連の研修を通じ勉

強してきましたが、今回の事例検討会には県内

のシニア傾聴ボランティアで活動している方が

参カロされており、どのような内容の講演が聴け

るのか楽しみに参カロしました。

講師にはNPO法人ホールファミリーケア協

会 鈴木絹英理事長が「傾聴の楽しさ～初めて

の人にも、活動中の人にも～」と題じ講演を行

い、活動上の疑問・困りごとを参カロ型学習会と

して質Po3について参カロ者と共に考える事例検討

会が行われました。訣た認知症の人とのかかわ

り方の基本についても話され、高齢化社会での

傾聴にも役立つ内容でした。

改めて傾聴とは「良好な人間関係の基本に話

しやすい雰囲つくり」、「一生懸命に自分の (五

感・五官)を使い聴くこと」、「会話の図り方」

など多くのことを学びました。この講演を受け

今後のピアサポート相談に生かしたいと強く感

じた―日でした。

(ピアサポート委員会)

ピアサポート委員 塚越美恵子

傾聴の楽しさについて、私は傾聴という言葉

を初めて耳にし志した。相手の言いたいこと、

伝えたいこと、―生懸命話を聴く、相手とコミュ

ニケーシ∃ンをとる、相手の話を聴いていると

つい自分も話をしたくなる、そこを我慢して、

話の腰を折らない、とにかく相手が主人公なの

だと自分に言いきかせる、とても難しいことだ

と思いますが、私自身つい話をしてしまいそう

で、相手の話に同感、共感、共有する事です。

訣た、老人施設で傾聴ボランティアの活動を

行つている方もいて初めて分かりました。私の

健も認知症になり大変でしたが、もつと母の話

を聴いて否定せず共感してあげれば良かつたな

と反省しているところです。

ピアサポート委員としてこれから話を聴く

事、正しく理解する事を心掛けて活動していこ

うと思います。

、県社会福祉協議会

会長表彰を受けて

井田 尊久

平成28年 11月 15日 (央 )伊勢崎市文化
会館での県社会福祉大会に於いて、県社会

福祉協議会会長表彰での受賞となりまし

た。

平成10年 7月に患者会、群馬IBD友の会

(潰瘍性大腸炎・クローン病の患者家族の

会)発足以来、医療講演会や相談活動・交
流会など定期的に開催しました。お互いの

情報交換となり参考にもなり、励みにもな

り誅した。

また、患者会の発足に伴い群難連にカロ盟

し、群難連の活動に参カロするようになりま

した。難病患者やその家族の生活環境が少

しでも良くなるよう、国へ訴える活動やピ

アサポート委員会においては、難病などの

病に悩む患者や家族からの電話等による相

談活動、出前難病よろず相談室に於いては、

相談員の一員として活動しているなか、今

回群難連の推薦により県社会福祉協議会会

長表彰を受けて、今後の活動へ向け大きな

励みになりました。
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豊前   よ呟  談量式in鼈林
2月 5日 (日 )28年度最後となる3回目の
出前「難病よろず相談室」が館林市総合福祉

センターにて午後 1時から30寺志で開催され

ました。

群難連から水沼会長はじめ各会より7人の

相談員が出席、8人にての対応となり訣した。
朝からはっきりしない空模様の中相談に訪れ

てくれるのかと思いましたが、 10寺になると

一斉に 3疾患 5人の患者・家族の方が来所、
その後更に3疾患の相談者が訪れてくれ訣し
た。

ゆつくり時P03をかけ、ご自身の悩みを相談

できたという満足感が得られたのでしょう

か、帰り際に「 1年に3回位開催してほしい」
との言葉もあり訣した。本当に相談を待つて

いる人に必ず届く情報提供の仕方はどのよう

な方法が良いのかと話し合い解散し表した。

情報がいつでも得られる現在ですが、待つ

ている人、話したい人も多いのですね。

(桜井〉

難病よるず相談室
馬県  団体逸格協議会
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夕蹴ら戦機撼鶴嗚ン

■

イオンモ ーリレ高崎

11月 13日 (日 )、 小春日本□の穏やかな天気の

中、近隣の地域団体から380人程が参カロ。群難

連からも井田が参カロ協力し志した。

イオンモール担当者より挨拶と説明のあと、

ゴミ袋・軍手などを受け取り、畿つかのグルー

プに分かれ訣した。

イオンモール周辺の駐車場や田畑、住宅地な

ど道路脇の清掃をしました。空き缶やペットボ

トルなどのゴミ拾いをしていると、近くの農家

の主婦と挨拶を交わす中、「作物を栽培してい

る畑の中にペットボトルなどが投げ込まれてい

ることがあり大変迷惑で困つている」と話され

ていました。

8時過ぎから 1時間程の清掃作業で集められ

たゴミの分別を行い作業を終了しました。

キヤンペーン (報告)  三
:  一皆さんのご協力に感謝 ―
イオンモール高崎において、毎月11

日のイオン・デーにお店に置かれたボラ

ンティア団体などの投函BOXへ黄色いレ
シートを入れていただき、 レシート合計金
額の 1%に相当するイオンカードを頂戴
し、群難連の活動資金として活用させてい

ただいています。

去る11月 6日 イオン高崎において、28

年 4月～8月までの群難連への善意の黄色

いレシートに対する贈呈式に高瀬」PA委
員長が出席し、イオンカードをいただきお

礼を述べてき志した。なお、いただいたイ

オンカード (25,100円分)でコピー用紙
やプリンター用インクのほか事務用品を購

入いたしました。

ご協力誠にありがとうござい訣した。

難亀

平成28年 12月 22日、東京電力労働組合群

馬地区本部萩原浩二執行委員長に群難連事

務局へお越しいただき「ふれあいカンパ」の

ご寄付を群難連水沼会長が受け取り志した。

心より感謝申し上げます。

(左)萩原執行委員長 (右)水沼会長

清掃作業を終えて

トキヤンベーン贈呈式
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各会総会 0行事報告 鰺

《全国心臓病の子どもを守る会・群馬県支部》

第45回支部総会が、11月 12日 (土)ハーモ
ニー高崎ケアセンターにて開催され、20家族

31名の参カロがありました。

午後の講演会は、全国心臓病の子どもを守る

会 下堂前亨本部事務局長をお招きして、心臓

病児者に関わる保障制度の中から、主に医療制

度についてお話ししていただきました。

公的な医療制度には、国によるものと自治体

によるものがあって、どの制度に当てはまりど

のように利用するかは、各個人の判断や状況に

よるものであるということ、その目安となる8
つのチェック項目を教えて頂きました。分から

ないことはわかるまで何度もきいて今ある保障

制度を良く知ることがとでも大切で、事夕」とと

もに一番良く間ける場はやはり守る会という患

者会であると思い訣す。定期的な勉強会開催の

必要性を感じました。

各種手帳受給のための診断書の在り方・書

かれ方・ポイント・判断基準等の詳細も知る

ことが出来ました。医療従事者と当事者の

感じている現状の認識違いは多くあるように

思います。患者やその家族は、市」度を良く学

び、あきらめない気持ちが大切であると再認識

し訣した。

〈清水 秀美〉

《群馬県腎臓病患者連絡協議会》

群腎協役員会では、 2月 26日 (日 )に群馬
県が行つている「出前なんでも講座」より『群

馬県地域医療構想について』の勉強会を開催し

ました。講師には、群馬県健康福祉部医務課医

療計画係の本村係長においでいただきました。

高齢者人□の増カロによって、医療や介護需要

の最大化が見込まれる。限りある医療資源を有

効に活用するためには、医療の機能に見合った

資源の効果的かつ効率的な配置を促進し、急性

期から回復期、慢性期志で患者が状態に見合っ

た病床で、状態にふさわしい、より良質な医療

サービスを受けられる体制作りが必要とのこ

と。

・群馬県地域医療構想の概要について

(主 旨)
本県の人□は、すでに減少の局面。2025年

までの 10年 P00で、県総人□は11万 8千人減
少。一方、団塊の世代が全て75歳になり、そ
の人□は25万 2千人から34万 4千人となり、
9万 2千人増カロ。これからの 10年は、人□が
減少するだけでなく、人□構成も大きく変化す

る転換期となる。

人□構成や疾病構造の変化で、慢性的な疾患

や複数の疾病を抱える患者が増カロすることが見

込志れることから、将来の医療需要に対応した

地域の医療提供体制の有り方を継続的に検討し

ながら整備を推進することが必要。

(目  的 )
病床の機能分化・連携を推進すると共に、地

域包括ケアシステムの構築を念頭に、2025年

に向けて高度急性期、急性期、回復期、慢性期、

在宅医療・介護までの一連のサービスが切れ目

なく適切に提供されるよう、医療と介護の総合

的な確保を図り、できる限り住み慣れた地域で

安心して暮らせるよう環境整備をする。

(構想区域 )

病床の機能分化及び連携を推進する区域を人

□規模、患者受療動向、地理的状況や生活圏等

を総合的に半」断し、現行の二次医療圏 (県内

10地域)を設定。

群馬県地域医療構想では、今後、地域ごとに

調整会議を開催し、2025年に向けて地域の実
情に応じた取組みのための協議や情報交換を

行つていくこととしています。
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、会 目 の 声 (順不同)輻

幸せは、自分の心が決めるもの

〈全国心臓病の子どもを守る会 猪坂 千広〉

壮絶だつた3回目の手術から3年、光希 (4

歳)は皆様のおかげで、健康な子と変わらない

生活が出来ています。

光希が酸素ポンベをつけていた頃、「かわい

そう」との声掛けに心がへこむこともありまし

た。自分たちはかわいそうな家族に見えている

のだと思うと、残念で仕方ありませんでした。

病気の不安と闘つている心が、とても傷つき志

した。

しかし、このような時期を乗り越え、健康や

家族のつながりこそ幸せであると実感し、周囲

の方々に心から感謝する気持ちが生訣れ訣した。

光希の病気をきつかけにして、幸せの意味が

分かるようになつたのです。

この先、困難や葛藤があつても、いつか幸せ

に変わる日を信じて、精進していきたいと思い

志す。

安芸の宮島をシーカヤックで

〈群馬県腎臓病患者連絡協議会 根岸清隆)

昨年の12月 23日 (金)の透析治療終わつて
から、午後 7時30分に愛車に乗り「安芸の宮島」
へ向けて出発し意した。

6時間ほど走行してから途中の「西宮名塩
サービスエリア」にてガソリン補給し、宮島□

には24日 (土 )の午前 5時半頃に到着しました。

フェリー乗船訣で時間が有つたので、 1時間
ほど仮眠をして、厳島神社へ向かいました。

厳島神社参拝後、宮島□一プーウエーに乗り

「弥山 (みせん)山頂」へ行き、瀬戸内海のた
くさんの島々を眺めました。

宮島の近くにシーカヤックに乗つてのツアー

があつたので体験してき訣した。

海から見る厳島神社や島々の風景、大鳥居の

壮大さは見事でした。

25日 (日 )は呉に向かい、「軍港クルージング」

で海上自衛隊の軍港を巡り、迫力のある潜水艦

や護衛艦等をDζめました。

また、実物の巨大潜水艦を博物館にしている

「てつのくじら館」を見学し、海上自衛隊の歴

史をたどりました。本場の「海軍カレー」を食

べ志した。

呉を午後 2時頃に出発し、自宅に着いたのが

26日 (月 )午前 2時頃でした。

普段からよく、自家用車で出かけ志すが、今

回は行つた先で透析を受けることなく行つてき

誅した。自分としては、行つた先で透析治療を

受けると「旅行してきた」という実感があり志

すが、今回は長距離ドライブのような気分です。

―
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
　
橋
爪
　
栄
子
〉

水
温
む

む
棧

一
転
旅
に
出
ん

旅
立
ち
を
託
し
て
み
た
き
花
機

森
は
春
娘
と
見
に
行
か
ん

口
上
フ
ン
サ
ン

憧
薇
を
春
着
の
釉
に
し
ま
ひ
し
日

チ
ャ
イ
ナ
服
買
ふ
か
け
ひ
き
に
署
恙
る
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ひ ょうたんの栽培  その弐

〈筋無力症友の会 浦野 安喜〉

今回はひょうたんの栽培からカロエまでを紹介

します。

5月 連体にひょうたんの種まき
6月 ひょうたんの棚を設置
7月  ツルが伸び、花が咲きます
8月 実がなり大きくなり訣す
9月 ひようたんの収穫
・ひょうたんの実のツルを切つて先端からドリ

ルで穴をあけます
。あけた穴に棒を入れて中の身を突つつきます
。浮かないように重りをのせて水につけ志す
。2～ 3週間水につけておくと中身が腐つてく

るので、身と種を根気よく出し訣す

10月  ひようたんの乾燥
・中身をきれいに出したら秋晴れの天気の良い

日に棒をさし逆さまにして干し訣す
・たたくとカンカンと音がして表面が白く乾燥

したら完成です

11月以降 ひょうたんをカロエし終了
ひ
ょ
う
た
ん
ラ
ン
プ

千
支
　
猿
と
酉

（俳
画
）

1月 29日 (日 )第 3回理事会後に役員。理事
新年会が群難連顧間の中沢丈―県議、澁澤東三

夫群難連相談役を迎え行われました。新年会に

先立ち水沼会長からは
｀
穏やかな新年を迎えら

れたことと思い訣すが、今年は激動の時代の予

感がいたし訣す。私たち群難連の仲間は一緒に

助け合いながら頑張つていき訣しょう
〃
との挨

拶に続き、中沢群難連顧問より挨拶をいただ

き、会食に移りました。食事もそこそこに恒例

となつているビンゴゲームが始訣り、難連役員

が提供した景品と今年は群腎協事務局からも景

品をいただき、全員景品が当たる空くじなしの

ビンゴゲームで和気あいあいの新年会を楽しみ

大
阪
城
に
飾

っ
て
あ
る

秀
吉
の
好
き
な
金
瓢
箪

と
、
岩
櫃
城
が
あ

っ
た

岩
櫃
山

中沢丈一県議 (顧問)の挨拶

誅した。 〈組織委員会〉
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一 の ―⑥

i9

20 21

タテ・∃コのカギ

を埋めて下さい。

A～ Hの 8文字を
つなてと漢字4文

字が完成されま

す。

ヨコのカギ
1.一一眠暁を覚えず

3.春らしい気候になる
6.―一ジェント。代理人
7.1日 1枚ずつめくり取
る暦
8.五木ひろし&本の実ナ
ナのデュエツト曲
9.――ケース。旅行用の
カバン

11.ク マのぬいぐるみとい

えば。「クマの一―さん」
12.一一め。粒の粗い砂糖
13.英語で「行く、進め」
14.武士の家すじ
15.ス プリングーー。春は

薄物
16.通 り道
17.花を観賞するために温

室で栽培するラン科植物
の園芸上の0乎称
18.プロゴルファーで一―
王、一―女王といわれる
20.――物の上手なれ
21.「どこでも一―」。どら

えもんのポケットから出
てくる

タテのカギ

1.女性は夏に向け運動を

して体型を整えます

2.利用者のこと

3.一一をはずす。調子づ

いて度を越す

4.照度の単位

5.回転木馬

7.――と親の意見は後で

きく。飲みすぎに注意

10.―一カラー。 2色の組
み合わせによる配色。

14.大一―を広げる。大げ

さなウソをつく

15.「―一高齢者医療制度」

は―般に 75歳以上

17.物事の成立に必要な成

分・性質。大切な条件

19.――車を押す。無理に

事を行う。理不尽なこと

をする

〔応募要領〕

◆ハガキ裏面に答え、住所、氏名、

電話番号を明記してください。◆応

募先 =群馬県難病団体連絡協議会

(〒 371-0843前 橋市新前橋町13-

12群馬県社会福祉総合センター
4F)◆ 締切 =平成29年 6月 30日
(金)◆正解者の中から抽選で 4人
の方に図書カードを贈呈いたし志す。

クロスワードパズル

68号の答え:「用意周到」

たくさんのご応募ありがとうござい

ました !正解者の中から4人の方に

拍選の上、図書カードをお送りし訣

した。今号へのご応募もお待ちして

い表す。

キ ヤ ベ ン モ ス ク

ユ ク ウ 工 ツ ト

ウ
¨

ウ 日 ト コ
セ コ ン ポ ザ

イ ケ ン ゾ コ

ソヽ ン マ ソヽ ユ

イ
一

ウ

ユ メ ヽ
ミ ヨ 力

イ イ ン 1プ ヨ ク

１
月
１８
日
、
難
病
医
療
法
に
基

づ
き
医
療
費
助
成

の
対
象
と
な

る
指
定
難
病
と
し
て

「
無
虹
彩

症
」
な
ど
２４
疾
患
が
追
加
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま

つ
た
。
同
日
の
厚
生

労
働
省
の
疾
病
対
策
部
会
が
了
承

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
選
定
分
と
合

わ
せ
、
指
定
難
病
は
３
３
０
疾
患

と
な
る
。
今
回
の
選
定
分
の
助
成

は
４
月
に
も
始
ま
る
見
通
し
▼
い

く
ら
指
定
難
病
が
追
加
さ
れ
て
も

難
病
が
希
少
性
の
た
め
、
難
病
患

者
と
難
病
専
門
医
は
そ
れ
ぞ
れ
散

在
し
て
お
り
ど
の
医
療
機
関
を
受

診
す
れ
ば
早
期
に
正
し
い
診
断
が

可
能
で
あ
る
か
患
者
は
不
安
が
募

る
。
自
分

の
病
気

の
診
断
が
間

違

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
違

う
病
気
な
の
で
は
な
い
か
、
的
確

な
診
断
が
得
ら
れ
る
と
は
到
底
思

え
な
い
▼
群
馬
大
学
医
学
部
附
属

病
院
は
県
内
唯

一
難
病
患
者
の
拠

り
所
と
な

っ
て
い
る
が
多
岐
に
わ

た
る
不
祥
事
が
起
き
た
▼
今
年
に

入
り
政
治
家
や
野
球
選
手
、
箱
根

駅
伝
ラ
ン
ナ
ー
が
難
病
に
罹
患
し

公
表
。
難
病
が
社
会

一
般
に
少
し

ず
つ
で
は
あ
る
が
理
解
さ
れ
て
き

た
。
　

　

　

　

　

　

　

（大
澤
〉
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群
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病
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体
連
絡
協
議
会
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１
０
０
３
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発
行
人
／
東
京
都
世
田
谷
区
祖
師
谷
３
１
１
１
‐７
ヴ
エ
ル
ド
ゥ
ー
ラ
祖
師
谷
１
０
２
号
室
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会
　
定
価
１
５
０
円
一
本費
に
含
む
）

こねこのなるきΠ ロ
ぶうとんくんのコ饉  いく喘嗅

群難連 第44回定期総会
日時  6月 25日 (日 )
午前の部 総会 10時～ 12日寺
午後の部 アトラクシ∃ン 130寺～ 14時 (予定)

場所 県社会福祉総合センター 8階大ホール

出前「難病よろず相談室」in富岡

日時 7月 16日 (日 )
13時 -15時

場所 富岡市生涯学習センター (予定)

※11月 24日 (本)に予定していた「研修会と患者交流会」
は雪の為、中止となりました

遊
び
た
い
時
の

か
ま
え
は

お
な
か
が
空
い
た
時
の

か
ま
え
は

眠
た
い
時
の

か
ま
え
は

我
慢
も
限
界

０

ふ
ピ
さ
鷺
，

難病よろず

難病患者の悩みや相談を、

難病患者の仲間が親身に応じます

毎月第20第 4日 曜日
午後 1時 ～午後 4時
TEL 027-255-0035
個人の秘密は厳守します。
まずは、気軽にお電話を !

機
関
組
編
集
香

，員
の

▼
元
旦
に
息
子
家
族

・
甥

・
姪
の
家
族

が
来
て
総
勢
２４
人
。
食
事
、寝
床
準
備
、

ス
キ
ー
場
で
は
孫
の
子
守
り
と
そ
れ
は

そ
れ
は
忙
し
い
３
日
間
。
し
て
あ
げ
ら

れ
る
幸
せ
、
孫
と
過
ご
せ
る
幸
せ
が
身

体
の
調
子
を
良
く
し
て
く
れ
疲
れ
も
な

く
、
こ
れ
っ
て
本
当
に
元
気
そ
の
も
の

で
病
気
が
ふ
っ
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
う

の
だ
な
あ
～
と
実
感

▼
皆
が
帰

っ
て
し

ま
っ
て
ポ
カ
ー
ン
と
穴
あ
い
た
よ
う
な

寂
し
さ
が
…
。
夫
婦
２
人
だ
け
の
生
活

に
戻
っ
た
ら
い
つ
も
の
表
情
が
出
て
き

て
レ
イ
ノ
ー
現
象
は
お
こ
り
、
一肩
は
張

る
し
、
足
は
痛
い
。
温
泉
に
入
り
、
マ
ツ

サ
ー
ジ
に
か
か
リ
リ
フ
レ
ツ
シ
ュ
し
ま

し
た
が
何
か
調
子
が
悪
い
▼
自
分
の
身

体
は
す
ご
く
ゲ
ン
キ
ン
な
も
の
で
好
き

な
こ
と
楽
し
い
こ
と
を
し
て
い
る
時
は

調
子
が
良
く
、
少
し
で
も
嫌
だ
と
思

っ

た
ト
タ
ン
た
ち
ま
ち
具
合
が
悪
く
な
り

志
す
▼
忙
し
い
三
が
日
だ

っ
た
け
ど
孫

達
と
大
き
な
声
で
い
っ
ぱ
い
笑
い
、
こ

ん
な
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
こ
と
は

何
よ
り
も
代
え
が
た
い
最
高
の
幸
せ
で

し
た

▼
こ
の
次
は
い
つ
全
員
集
ま
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
　

　

〈
石
橋
〉


